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地域交通の
維持負担増加

病院・薬局 患者の自宅付近

医療MaaS車両

医師

公民館など

看護師

医師（オンライン）

患者

薬剤師

服薬指導

オンライン診療

車内でオンライン診療を用いて
医療サービスを提供

医師や薬剤師はオンラインを用いて
診療・服薬指導を実施

人口減少等により、地域内の医療機関が減少し、医師不足や通院困難者の増加等の課題を抱える地域があります。

また、中心部までの通院等に利用される地域交通は、ドライバー不足や利用者の減少等の課題を抱えており、自治体等

による維持負担が増加しています。医療Maasの導入により、それらの課題解決を目指します。

身近な場所で医療サービスを受けられる
ようになるため、維持すべき地域交通の
集約等が可能になり、公共交通や病院に
よる無料送迎を見直すことができます。

医師は病院内で診療ができるようになる
ため、移動が不要となり、限られた時間で
多くの診療が可能となることで、医師の
負担が軽減されます。

患者の自宅近くで診療を行えるようになる
ことで、遠方への通院・送迎の負担軽減
につながります。

医療MaaSで解決を目指す地域課題

医療MaaSとは、通信機器など必要な機材を搭載した車両が地域を訪問し、患者の自宅付近で、オンライン診療や

オンライン健康相談などが受けられるサービスです。また、薬局と連携し、オンライン服薬指導や薬の配送も組み合わ

せることにより、医療サービスを自宅近くに集約させることができます。

医療MaaSとは

・無医地区問題

・在宅医療の増加による医師の負担増

 （診療可能患者数の限界）

・地域医療サービスの恒久的維持

課題.1

改善.1 改善.2 改善.3

課題.2 課題.3

医師不足

・付き添い家族等負担増加

・治療離脱、重篤化

・医療・福祉分野の財政圧迫

通院困難

・ドライバーの高齢化・担い手不足

・地域交通の利用者減少による、

 地域交通の維持負担の増加

・病院による無料送迎の負担増加

遠方地域でも効率的に診療 通院負担の軽減 バス・無料送迎等を含めた
地域交通の再編

薬配送4医療MaaS車両出発1

医療MaaS車両に看護師を乗せ患者

の自宅付近へ出発します。患者の自宅

付近に到着し患者は医療MaaS車両

へ乗車します。

オンライン診療2

バイタル測定を行い、テレビ電話による

医師の診察を行います。

オンライン服薬指導3

薬局より服薬指導を行い、

後日薬を配送します。

看護師が医師

の指示に基づき

問診や聴診など

をフォロー
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オンライン診療

送迎サービス　（病院・家族等）

病院や患者の家族が患者を病院へ送迎。

オンライン診療。
（PC・タブレット等の通信機器）

通院が不便な地域への既存の支援策には、送迎サービスや訪問診療等がありますが、送迎車の運行や医師の移動等

の医療関係者の負担が大きく、継続が困難になる場合があります。また、オンライン診療は医療関係者・患者双方の

移動負担を削減できる一方で、通信機器を適切に使用できる方しか利用できないというデメリットがあります。医療

MaaSでは、医療関係者の負担を減らしつつ、多くの方を対象に医療サービスを提供できるため、通院が不便な地域

等で、医療サービスを維持する手段の一つとして期待されています。

【メリット】
・医師は移動が不要

【デメリット】
・病院や家族による送迎が負担となる場合がある。
・遠方の場合は患者の体調にも負荷がかかる。

【メリット】
・医師・患者ともに移動が不要。

【デメリット】
・通信機器に不慣れな方は受診が難しい。
・診療・処置できる内容が限定される。

訪問診療

医療MaaS現状の医療サービス

医者が患者自宅を訪問。

地域拠点や患者自宅を訪問

【メリット】
・患者は移動が不要。

【デメリット】
・医師の拘束時間が長く、多くの患者に対応できない。
・緊急時に医師が院内対応できない。

【メリット】
・医師は移動が不要。
・患者は自宅近くで受診が可能。

【デメリット】
・医療機器を搭載した車両の運行管理が必要。

医療MaaSの特徴

医師の拘束時間が長い

病院の費用負担が発生

課　題
医療MaaS

支援策

利用できる患者が限定される
看護師の補助により通信機器の適切な使用が可能

：効果的 ：一部効果的

診療・処置できる内容が限定される
医師の指示のもと看護師の補助により診療・処置等が可能

患者の移動負担が大きい

オンライン
診療

送迎
サービス

訪問
診療




